
・ 鶏には、主として、卵を生産する「卵用種」と、ブロイラーなど肉用として飼養される「肉用種」がある。

･ 在来種に、その特徴を生かしつつ卵の生産性の高い品種などを交配することにより、｢地鶏｣の生産が行われている。

※ 「卵肉兼用種」もある。

家畜・家きんの種類：鶏

白色レグホン
代表的な卵用種。

産卵数は供用初年度
で250～290個と多産。

白色プリマスロック
この雌と「白色コー

ニッシュ」という品種
の雄を掛け合わせ
たものが、ブロイ
ラーの主流。

比内地鶏
写真は比内鶏

（在来種）。この雄
と「ロードアイラン
ドレッド」という品
種の雌を掛け合
わせて「比内地
鶏」という銘柄で
食用に供されてい
る。

写真提供：（独）家畜改良センター

卵用種 肉用種

卵肉兼用種

横斑プリマスロック
代表的な卵肉兼用種。産卵

数は卵用鶏と遜色なく多産。
食肉としても美味。

（独）家畜改良センターが開発
した「岡崎おうはん」がある。
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